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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第72号
題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

　昨年10月、秋田南高校吹奏楽部は2015年以来4年ぶり

30回目の全日本吹奏楽コンクールに出場するため、愛知

県名古屋市にいた。私はOBスタッフとして東北大会に続

き、この遠征に同行させて頂いた。私にとっては高校２

年生以来９年ぶりの全国大会であった。９年前と比べ

ると私は生徒という立場からOBになり、会場も９年前の

普門館から名古屋国際会議場に変わっていたが、そこは

当時と変わらず緊張感と高揚感が交わる特別な場所で

あった。

　全日本吹奏楽コンクールはどの団体も課題曲と自由

曲の演奏を12分という制限時間の中で行い、それぞれ前

半の部と後半の部に分けられ、その中から「金賞」「銀賞」

「銅賞」のどれかが全ての団体に与えられることになる。

秋田南高校吹奏楽部は過去銅賞を8回、銀賞を16回、金賞

を６回受賞している。今回の演奏時間自体は11時頃だっ

たが、生徒たちは名古屋の街がまだ暗闇に包まれている

頃に目覚め、別会場での練習を開始していた。空が白み

始めてきたのと呼応するように、合奏をする生徒たちの

高ぶる気持ちが少しずつ練習会場に満ちていくのを感

じていた。練習時間が終わりに近づいた頃、3年生にとっ

ては最後のコンクール練習になる本番を想定した最終

通しリハーサルが始まる。この夏何度も何度も繰り返し

た2曲を大切に、丁寧に終え、生徒たちは本番会場へと向

かった。会場に到着し準備を終え、いよいよ演奏が始ま

る。課題曲に引き続き演奏するのは譚盾（タン・ドゥン）

作曲『交響曲1997《天地人》』、編曲は秋田南高校吹奏楽部

OBであり世界的作曲家の天野正道氏である。自由曲冒

頭、ステージ下手に設置した編鐘と呼ばれる鐘の音が会

場に静かに鳴り響き、その後管楽器や打楽器の音が少し

ずつ重なっていくと、力強くも優しい音色が会場をゆっ

くり確実に包み込んでいく。最後の音と入れ替わるよう

に会場に拍手が広がっていくと、生徒たちの顔に安堵と

達成感の表情が浮かんでいく。前半の部が終わり、表彰

式が始まる。結果は銀賞であった。会場から出てくる生

徒たちには、悔しさよりも何か価値ある物が残っていた

ように私は感じた。来年もこの会場で演奏できることを

願いながら、生徒たちは会場を後にした。

　その後３年生が引退し、新体制となった部活動がス

タートしてから約２か月後の2020年１月に、生徒たちは

主催本番の一つである「ニューイヤーコンサート2020」

をアトリオン音楽ホールで迎えた。私が部員であった当

時から変わらずこの時期に開かれるこのコンサートだ

が、大きな存在であった３年生が引退してすぐのこの時

期に大きな本番があることは決して容易なことではな

い。演奏や運営など、四苦八苦している生徒たちも多い

が、2日間の本番で多くの方々に足を運んで頂き、コン

サートは大成功の内に幕を下ろした。生徒たちはきっと

またここから「成功」と「失敗」を繰り返しながら少しず

つ成長していくのだろう。私も微力ながら一人のOBとし

て、そのお手伝いを出来たらと考えている。

吹奏楽部OB　大　友　　　澪 （47期）

「第67回全日本吹奏楽コンクールを終えて」

写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期生）令和元年6月第51回定期演奏会（秋田市文化会館）
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ンガル、国際交流に関連した質

問をしていました。

　講演終了後、マッコーレー先

生に生徒たちの印象を伺いました。

　「生徒たちは素晴らしく、注意

深く耳を傾け、積極的でとても

興味深い質問があり感動しまし

た。生徒たちには資質がありま

す。今日の講演が役に立つと嬉

しいです。」そして、”fantastic,

activity,attentively,～very impressed,～credit 

to all“など称賛する言葉をいただきました。「英語は

internationalな言語で、international communication

としての英語は決して難しくありません。英語を積極的

に話して。」と励ましてくださいました。生徒たちにとっ

て有意義で貴重な講演会となったことでしょう。

雅樂代昭子（16期）

　「現在日本では、大手企業の英語公用語化など英語の

役割がますます重要になっています。バイリンガルやマ

ルチリンガルになるため、国際交流をするために必要な

ことを考える時、会話の中で二言語以上を状況に応じて

切り替えて話す「Code-switching」、また相手が話すスキ

ルレベルに自分の話し方を合わせる「Accommodation」な

どが重要な概念となります。」とマッコーレー先生（=写

真）はご自身の経験とユーモア、クイズを交え熱心に語

りかけました。生徒たちもメモを取りながら真剣に聞き

入り、質疑応答ではどの生徒もバイリンガルやマルチリ 写真提供　㈱岩田写真

同窓会創立50周年記念事業講演会　－Alexander McAulay 横浜国立大学大学院教授

演題：『言語、コミュニケーション、アイデンティティ：国際交流における重要な概念』　令和元年10月1日

の今の姿を感じることができました。また、長年勤務し、

この春退職される会員をねぎらう退職者セレモニーや、

少しだけ豪華な景品が当たる抽選会、出席者全員での校

歌熱唱など会員の親睦も一層深めることができました。

さて、蕗生会では、会員相互の親睦を図るほか、母校への

支援を目的として活動しております。その取り組みとし

て、県大会への応援広告と全国大会出場を決めた運動

部、文化部および個人に奨励金を贈呈しています。

　令和元年は、アーチェリー部男女・吹奏楽部・陸上競技

部・文芸部・フェンシングと囲碁の活躍する４名に奨励

金を贈らせていただきました。

　本支部では、今後も微力ではありますが、母校の活動

を精一杯応援してまいりますので、宜しくお願いいたし

ます。

支部だより
■蕗生会　　　　　　　　　会長　近藤行秀（16期）
　秋田市役所支部蕗生会（以下蕗生会）は、秋田市役所と

その関係機関に勤務する者で組織され、昭和55年(1980

年） に設立し、今年、設立40周年を迎えます。会員数は令

和元年12月１日現在で、322名が在籍しております。

　令和２年１月31日、蕗生会の総会・懇親会を秋田

ビューホテルを会場として開催し、100名以上の会員が

出席いたしました。

　総会・懇親会では、来賓として眞壁聡子校長先生、山岡

緑三郎同窓会会長、沢井澄夫同窓会副会長、菅原琢哉市

議会議員（14期）、安井誠悦市議会議員（14期）、船木純市

議会議員（18期）からご臨席を賜り、また安井正浩市議会

議員（16期）からは、メッセージをお寄せ頂きました。心

よりお礼申し上げます。

　この度の総会・懇親会では、眞壁校長先生から南高校

の教育や部活動の状況などのお話を頂き、懐かしい母校

『総会・南翔の集い』のお知らせ
◆日時：令和2年7月18日(土)   総　　　会　17:00～

南翔の集い　18:30～
◆会場：秋田ビューホテル

✼プロフィール✼

スコットランド出身。1989年来日。横浜国立大学教

育人間科学部准教授、同国際社会科学府准教授を経

て2007年から同教授。2018年ボーンマス大学メディ

ア＆コミュニケーション学院で博士号取得。専門分

野は「社会言語学」「トランスナショナル映画脚本」



第72号 秋田県立秋田南高等学校同窓会会報 令和2年2月29日（3）

群に進学し、南高
で身に付けた粘
り強さを武器に、
数多くの経験を
しました。大学4
年間で、インカレ
団体優勝2回、個
人ベスト8、関東
団体優勝2回、個
人準優勝等の成績を残すことができました。インカレや
関東大会の決勝では選手の出身校が会場にアナウンス
されます。日本武道館等で秋田南高校の名を計5回会場
全体に響かせたことが、一番の自慢であります。
　大学卒業後は大学院に進み、「武道学」という領域を勉
強しております。現在海外で注目が高まっている日本古
来の武道文化を正しく発信するため、日々研究活動に勤
しんでおります。4月からは千葉県にある大学の助手と
して内定を頂いており、「粘り強さ」という武器を生かし
て、母校の名に恥じぬよう日々精進していく所存です。
　諸先輩方、今後も是非ご指導ご鞭撻の程宜しくお願い
致します。 そしてこのような機会を頂き有難うござい
ました。

　偉大な諸先輩方がいる中、私のような若輩者が活躍す
るOBとして取り上げていただくのは大変恐縮ですが、秋
田南高校時代から現在に至るまでを振り返り、今後の展
望について述べさせていただきます。
　私の高校時代を振り返る上で「剣道」という二文字は
欠かせません。剣道部監督の恩師湯澤寛先生から、大変
熱心にご指導を頂き、生きるか死ぬかというような毎日
を粘り強く乗り越えました。勉強に関しては、決して頭
の良い生徒ではありませんでしたが、秋田南高校の土台
を一生懸命支えておりました。助けていただいた先生方
や同級生には本当に頭が上がりません。
　そんな生徒でしたが、推薦入試で筑波大学体育専門学

　「ONE TEAM（ワンチーム）」。令和最初
の年をラグビーというスポーツが日
本中を熱狂させました。今回のラグ
ビーワールドカップでの日本代表の
活躍は、これからの未来を担う全国の
高校ラガーマン及び南高校ラグビー
部員にとっても非常に勇気を与える
ものだったと思います。
　南高校ラグビー部は、正確な時期はわかりませんが、
同好会からスタートし、25年程前に部活動として発足し
たようです。県内の強豪校に阻まれ、未だに全国大会に
出場する夢は叶っていませんが、南高校ラグビー部とし
ての誇りを胸に日々活動しています。
　現在、部員は、男子3名、女子マネージャー1名の4名と
いう状況です。ラグビーは15人で行うスポーツのため人
数不足の厳しい状況ですが、昨年は能代工業高校との合
同チームで花園予選にも出場するなど少人数ながらも
懸命に活動しています。
　OBが参加する行事としては、毎年8月にOB戦が開催さ
れ、40代から20代の往年のラガーマンが20名程集まり部
員との交流を図っています。OB戦では、現役時代を思わ
せるプレーや日頃の練習の成果といえる好プレーに歓

活活躍
ＯＢＯＢするする

筑波大学大学院2年・剣道四段

筒井　雄大（50期）

ラグビー部OBとして

声がこだまし、毎年熱戦となります。体をぶつけ合い、
ノーサイドの後に親睦を深める時間はラグビーならで
はの文化と言えるものであり、１年の中でもかけがえの
ない１日です。
　現在、ラグビー部は少人数の厳しい状況ですが、自己
犠牲の精神を持つ素晴らしいラグビーの魅力を発信し、
現役部員の入部が増えるよう、OBとしてバックアップし
ていきたいと思います。南高校、ラグビー部、OBがワン
チームとなって、ラグビー部の火を絶やさぬようがん
ばって参りますので、ご支援ご協力をお願いいたします。

令和元年OB戦

✼プロフィール✼
秋田南高校でラグビーを始め、大学まで選手としてプレー。
社会人となってからはレフリー（審判）として県内外の中
学、高校等の各種大会の他、関東大学リーグの試合を担当し
ている。また秋田南高校ラグビー部コーチとして活動。
現在２９歳。

ラグビー部コーチ　櫻田　泰憲（45期）
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　私が秋田南高校に勤務したのは平
成２２年度から２年間でした。素直
で優秀な生徒諸君と先生方とともに
過ごした日々が懐かしく思い出され
ます。とりわけ同窓生の皆様のお話
しを伺うのが楽しかったことが今で
も蘇ってまいります。退職後、私は郷
里の六郷に帰り、神明奉仕に専念し
ております。単身赴任が長かったのでやっと帰ってきた
という思いです。
　そうしているところに、教育振興会の鈴木会長さんか
ら「初代校長信太四郎先生の墓参りをしたい」という連
絡が入りました。初代校長の信太先生の功績とお人柄に
ついては在職中に色々な資料で承知しており、私と同じ
六郷の御出身であることを光栄に思っておりました。先
生のお墓はどのお寺にあるのか。六郷は寺の町です。な

　母校秋田南高校を卒業（昭和44．3）して50年、私たち
5期生（468名）は古希を迎えた。この節目の年にお世話
になった恩師をお招きし、高校時代の思い出や互いのこ
れまでの道程、これからのことなど、心ゆくまで語り合
うべく「古希を祝う5期生の集い」を開催した。同時に特
別企画として「古希記念ゴルフコンペ」（太平山CC、14
名）、「母校キャンパスツアー」（20名）を開催した。
　令和元年9月5日、会場の秋田キャッスルホテルには
米寿を迎えられた佐藤正先生（A担任）を始め橋本澄子先
生（H担任）、碓井隆先生（D副担任）、田口武俊（1年次数学
担任）の恩師の方々と、県内外から72名の同期生が集い
盛大な会となった。
　会は高橋豊さんの軽妙な司会のもとス
ムーズに進行した。特筆すべきは仏式で行
われた古希式。同期の浄弘寺住職、矢田正
康さんが述べた表白（式辞）に一同深く肯
いた。
　「（表白要旨）5期生として学舎の門を潜
り学業に部活に共に励み汗を流した。卒業
して幾何、今日ここに古希を迎え感慨深
い。諸先生の熱く厳しきご指導、今尚耳に
残る。母校は今、中高一貫校として更なる
躍進を遂げている。願い拙くこの日の感動
を共にできない物故した数多の学友を思

んと、私の家のすぐそばのお寺でした。当日は大勢の同
窓生の方々と一緒にお墓参りができ、感激いたしまし
た。初代校長の墓を同窓生がお参りしたという話はなか
なか聞くことがありません。いかに同窓生の皆さんが母
校に誇りと愛着を抱いているのか、よくわかりました。
　先日は、同窓会の保坂さんが六郷の学友館で開催中の
川瀬巴水展に来たからと、私が奉仕している神社にお立
ち寄りくださいました。まことにありがたく、嬉しいこ
とでした。
　中高一貫校と
してさらに飛躍
し続けている秋
田南高校の生徒
諸君の前途を祝
福するとともに、
同窓会「南翔」の
皆様の益々の御
清栄をお祈り申
し上げます。

えば、我等安穏と過ごしてはいけない。各々人生荘厳の
更なる歩みをすることを念ずる。」
　川合俊昭さんの乾杯で始まった祝宴は大いに盛り上
がった。恩師のごあいさつでは、記憶のままの変わらぬ
お姿に瞬時に当時に戻ることができ、仲間のスピーチで
はあの日あの時が懐かしく思い出された。卒業以来初め
ての出会いも多く、祝宴はいつ果てるともなく賑々しく
楽しく終始した。
　藤澤金一さんの中締めでお開きとなったが、次の「喜
寿を祝う会」を目標に互いの健勝と再会を約し会場を後
にした。

秋田南高校　第十七代校長
（H22.4 ～ H24.3）

熊谷　曉　先生
恩師は今

古希を祝う5期生の集い 実行委員長　熊谷　隆益

熊野神社
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株式会社 宇佐見経営
税理士　宇佐見　康伸（4･A）
税理士　宇佐見　昇平

TEL（018）832－8045
FAX（018）832－8195

運 動 部 活 動

文 化 部 活 動

秋田市泉北４丁目３番２８号

　　200m個人メドレー　２位　照内　真尋
　　400m個人メドレー　２位　照内　真尋
　　400mリレー ６位　斎藤琉那/五十嵐月衣/塚本美優/照内真尋
　　400mメドレーリレー４位　照内/五十嵐/斎藤/塚本
　　800mリレー　　　　５位　斎藤/五十嵐/塚本/照内 　　
男子100m平泳ぎ　　　　　１位　柴田　万潤
　　200m平泳ぎ　　　　　３位　柴田　万潤
　　100mバタフライ　　　３位　齊藤　泰斗
　　200m個人メドレー　　３位　三浦　凌
　　400m個人メドレー　　２位　三浦　凌
　　400mメドレーリレー　４位　齊藤/柴田/三浦/石田
ハンドボール部　男子　３位
剣道部　男子団体　準々決勝敗退　0-1 湯沢翔北
　　　　　　個人　３位　菅原 高嶺、小野 貫太
東北新人戦
水泳部
女子　100mバタフライ　 ６位　斎藤　琉那
　　　200mバタフライ　 ６位　斎藤　琉那
陸上競技部
女子　走幅跳　　　　　　13位　津谷　環奈
　　　三段跳　　　　　　 ７位　津谷　環奈
　　　200m　　　　　　  ７位　髙橋　遥香
アーチェリー部　女子　ベスト８　村野　ひなた
第1回秋田県高等学校スプリント水泳競技大会
女子　50mバタフライ　　 １位　斎藤　琉那
男子　50m平泳ぎ　　　　 １位　柴田　万潤
　　　100m個人メドレー　４位　三浦　凌
第31回全国高等学校女子駅伝競走大会秋田県予選大会
　６位　佐藤柚花/小林美泉/佐藤海帆/沼田彩花/佐藤爽花
　区間賞　４区　２位　沼田　彩花
第70回全国高等学校駅伝競走大会秋田県予選大会
男子　10位　鈴木陽翔/打矢祐樹/佐藤凜/佐藤健/鈴木遼叶/
　　　　　　 嵯峨大晴/髙野暉
第74回国民体育大会「いきいき茨城ゆめ国体」
陸上競技部
少年A女子　走幅跳　 21位　津谷　環奈
少年女子　  三段跳　 30位　津谷　環奈

ビブリオバトル2019秋田県大会 ＜高校生の部＞
３位　佐藤　海里「青少年のための小説入門」(久保寺　健彦　著）
第52回秋田県高等学校総合美術展
書道部　推奨　五十嵐　美咲
写真部　推奨　碇屋　紗愛　「届け」
第67回東北六県高等学校英語弁論大会　２位　小山杏奈
吹奏楽部　
全日本吹奏楽コンクール第67回全国大会　銀賞
全日本アンサンブルコンテスト秋田県大会
クラリネット8重奏　銀賞
文芸部
第37回秋田県高等学校文芸コンクール
文芸部誌部門　第一席　「岬」第57号
詩部門　　　　第二席　「光の手紙」　伊藤　未希
　　　　　　　佳　作　「命」　　　　鈴木　茉斗依　
俳句部門　　　佳　作　「学生」　　　佐藤　海里
小説部門　　　第二席　「蝉ときどき雨のち晴れ」　伊藤　未希
第34回全国高等学校文芸コンクール
部誌部門　奨励賞 「岬」57号
詩部門　　入　選　鈴木　茉斗依　「命」
自然科学部
第63回日本学生科学賞秋田県審査
　読売新聞社賞　「猿田川における鳥類相の研究」

硬式野球部
第71回秋季東北地区高等学校野球秋田県大会
　ベスト８
　１回戦　 10-0　横手（５回コールドゲーム）
　２回戦　 10-3　秋田北鷹（８回コールドゲーム）
　準々決勝　5-8　由利
サッカー部
第98回全国サッカー選手権秋田県大会
　３位　0-3 西目
バスケットボール部
ウインターカップ2019/第72回全国高校選手権大会県予選会
女子　2回戦敗退　58-76 能代松陽
男子　2回戦敗退　60-63 湯沢翔北
山岳部
第70回県民体育大会
少年女子　２位
少年男子　３位
剣道部
第16回日本海旗争奪高等学校剣道大会
男子団体　３位
　　優秀選手賞　小野　貫太
第29回全国高等学校選抜剣道大会秋田県予選会
男子　優勝（全国大会出場決定）
全県新人戦
サッカー部　2回戦敗退　0-3 秋田商
ラグビー部（能代工合同チーム)
　　　　　　２回戦敗退　14-30 金足農
山岳部　女子　個人総合、読図　１位　　　佐藤　薫野
　　　　　　　　天気図　２位、体力３位　佐藤　薫野
陸上競技部　
女子　100m　　 ５位　髙橋　遥香
　　　200m　　 ５位　髙橋　遥香
　　　800m　　 ５位　沼田　彩花　　　　　
　　　100mH　  ６位　髙橋　舞
　　　400mH　  ６位　髙橋　舞
　　　5000mW　２位　佐藤　海帆
　　　400mR　  ３位　髙橋舞/宮野真帆/髙橋遥香/津谷環奈
　　　1600mR　５位　宮野/髙橋(遥)/髙橋(舞)/津谷
　　　走幅跳　　 １位　津谷　環奈
　　　三段跳　　 １位　津谷　環奈　　　
　　　やり投　　 ６位　佐々木　陽菜
　　　2000mSC（オープン開催）２位　沼田　彩花
　　　総合　３位　トラック４位　フィールド５位
男子　400m ６位　打矢　祐樹
バトミントン部
女子　１部シングルス ベスト16　鎌田　璃珠
　　　　　ダブルス　 ベスト16　鎌田・成田組　
　　　２部シングルス 準優勝　　成田　雪乃
　　　　　ダブルス　 ベスト８　安田・佐々木組
男子　１部シングルス ベスト16　船木　陽大
　　　　　ダブルス　 ベスト８　船木・三浦組、福嶋・泉組　
水泳部
総合　女子　４位　　男子　５位
女子100m平泳ぎ　　　　３位　五十嵐　月衣
　　200m平泳ぎ　　　　４位　五十嵐　月衣
　　100mバタフライ　　１位　斎藤　琉那
　　200mバタフライ　　１位　斎藤　琉那
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3月は、旅立ちの時。母校では56期生が新しい
世界へ羽ばたきます。その中に私の友人がい
ます。◆出会いはAIUの准教授が講師の英会
話中級クラス。英語で夢を見るというあどけ
ない少年の語学力はクラスに大きな影響を
与えました。少しシャイだが誠実な人柄と語
学力を生かし、世界で活躍することを願って
います。◆3月は花見月とも表し桜の季節の
到来です。たとえ花粉症で辛くても桜の開花

は気になるものです。◆桜を愛でるお花見は平安時代に
すでに楽しまれていました。日本中で開花予想をして今
か今かと待ちわび、風や雨を心配しながら散り果てるま
で眺める。わずか10日間ほどをとても大切に過ごしてい

〒010－1437　秋田市仁井田緑町4の1
　　　　　　秋田県立秋田南高校内
電話　018－833－7431

るかのようです。この様子を平安時代の六歌仙の一人、
在原業平は歌に詠んでいます。『世の中に　たえて桜の
なかりせば　春の心はのどけからまし』日本人にとって
桜がどれほど魅力的かがわかります。◆最近は桜酵母で
作った日本酒や、桜エキスを配合したスキンケアまであ
ります。花より団子のお供や季節の変わり目のお肌にい
いことがあるかもしれません。今年は平安時代から続く
桜に思いを寄せ、しっとりとした雰囲気で楽しんではい
かがでしょう。　　　　　　　　　雅樂代　昭子（16期）

■令和元年叙勲受章者
　秋の叙勲　旭日双光章（保健衛生功労）
　石田　泰（3期）
■瀬戸内支部

　昨年11月高松市に6名が集まり「瀬戸内
南翔会」第3回総会を開きました。四国で
は初めてで地元在住の伊藤善博氏（3期）
の協力を得て開催できました。山岡会長
から母校や秋田のお話しを聞き色々なこ
とが懐かしく思いました。さぬきうどん
を食べながら語る時間がもっとあっても
良かったかと反省です。尽きなかった話
は次回の岡山で・・・。
■レストハウス井畑に感謝の会（1/31閉店）

　去る１月26日、野球部ＯＢ主催で「レス
トハウス井畑に感謝の会」を同店で開催
しました。急遽現役時代に合宿等の食事
でお世話になった野球部ＯＢと歴代監

督、当時のコーチ陣の計89名が集まり、
「井畑のお母さん」に今までの感謝を伝
え、懐かしの味を堪能しながら大いに盛
り上がりました。前日は剣道部ＯＢ会に
よるお別れ会も開催されました。

チーム戦・新ペリア方式
（チーム4名又は3名のうち上位3名のネット合計スコアで決定）

順位 チーム名/氏名 グロス/ネット

優　勝
ザ・アスリート

石田隆一/佐藤昭徳/津村容一/鷹島悟
227/219.8

準優勝
剣道部OB

石川長武/大場雅樹/福田昭典/佐藤要
265/220.6

第三位
チーム鎌田

鎌田崇司/高橋文広/佐藤彰宏/根元宗尚
255/222.6

※チーム戦（団体戦）で「ザ・アスリート」が三連覇達成

個人戦・新ペリア方式（グロス／ネット）

優　　勝 大場雅樹 87／71.4 準 優 勝 佐藤昭徳 74／71.6

第 三 位 鎌田崇司 71／72.0 第 四 位 森田真澄 82／72.4

第 五 位 吉富慎一 93／72.6 第 十 位 鷹島　悟 79／73.0

ベストグロス

男　性 鎌田　崇司 71 Out36   in35

女　性 須田　清子 91 Out43   in48

　9月29日（日）、前日
の雨が残るなか、南秋
田カントリークラブに
幹事団は7時に集合。32
チーム117名の申込。例
年通り4名または3名の
チーム編成でチーム上
位3名の合計スコアで
競う団体戦と、個人戦
が行われた。
　アウト・イン各16組7時51分スタート予定、降り続く雨
の中スタート時間の調整を各1組目2組目の諸先輩にお
願いしたところ若干の遅れで「雨、なにするものぞ！」と
スタートした。
　やがて雨足は弱まり9時過ぎには青空も見え、ほっと
胸をなで下ろした。
　雨のち晴れの天気のもとプレイは順調に進み、夕方は
全員ホールアウト、懇親会場のアキタパークホテルへ。
　表彰式、懇親会も和気あいあいと進み、恒例となった
21期石田隆一さんの迫力あるエールの後、参加者全員の
校歌斉唱で大団円を迎えた。
　今回は、南高校中等部から鐙基倫教頭先生、同窓会東
京支部の山田透会長（6期）にも参加いただき、南翔ゴル
フ同好会の裾野の広がりを改めて実感した。

2019 南翔ゴルフ同好会コンペ

本年の南翔ゴルフコンペ決定！

開催日時　2020年10月11日（第2日曜日）
会　　場　南秋田カントリークラブ

団体優勝チーム

南翔ゴルフ同好会会長　宮腰　壽（6期）


